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＜　はじめに　＞
　公益社団法人日本青年会議所は、日本における各地会員会議所の連絡調整機関として、また全世界の青年会議所と連携
を図る目的で 1951 年 2月 9日に設立され、同年 5月 27 日に国際青年会議所（JCI：Junior Chamber International）への
加盟を果たしました。これは、日本が正式に国際連合に加盟（1956 年 12 月）する以前の国際社会への復帰となりました。
　その後、1957 年には東京に於いて『JCI 世界会議』を開催し、青年会議所運動が国際的な活動であることを広め、翌
1958 年に、これまで使用していた独自の JC マークから、国際連合のマークを配した JCI と共通のデザインのものに改め
られました。この新しいデザインには、「日本青年会議所は、国連憲章もその活動を認めるNGO・JCI の一員である」と
言う誇りと、「JCI のメンバーは永続的且つ恒久的平和を希求し、活動する青年である」という JCI の理念が込められ、日
本青年会議所会員の決意が表現されたものでした。
　しかし近年、JCI において、国際情勢の変化やそれに伴う価値観の多様化から、会員の減少、財政問題、将来の方向性
の模索などの諸問題が発生し、『SPC（長期戦略会議）』では多くの問題が検討され、その解決策の一つとして、CI（ｺｰﾎﾟﾚ
ｰﾄ ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ）についての検討が進められてきました。
　JCI のロゴマークについても、1980 年代初頭から議論され、一部修正が加えられ、その後も変更はあったものの、イメー
ジを一新する決定的な変更には至りませんでした。しかし、2003 年にはブルース・レクター JCI 会頭の強力なリーダーシッ
プにより、ブランディングという概念の下、具体的なイメージ案が提出され、同年 11 月のコペンハーゲンで開催された
『JCI 世界会議』の総会に於いて、新 JCI ロゴマークが承認され、JCI の公式ロゴマークとして制定されました。
これを受けて公益社団法人日本青年会議所は、翌 2004 年度から準備を進め、2005 年には「JC ブランディング創造会議」
を設置し、日本青年会議所の戦略的なブランディングとして、新 JC ロゴマークについて検討を重ねて参りました。進化
させるものと継承すべきものを見極め、2005 年 9月 30 日に開催された『全国会員大会（姫路大会）・第 119 回通常総会』
に於いて、これまでの JC マークを新 JCI ロゴマークに変更することを各地会員会議所の理事長の皆様に審議をしていただ
き、可決、承認されるに至りました。
　公益社団法人日本青年会議所は、JCI の決断を積極的に取り入れる事が、JCI に加盟するNOMとしての責務だと捉えて
います。JCI に加盟する世界各地の青年会議所のメンバーと更なる結束を高める一方、NOMとしては、公益社団法人日本
青年会議所が JCI に加盟した当時の「喜び」と「誇り」を忘れることなく認識し、公益社団法人日本青年会議所のブランディ
ングの一環として、広く活用していただきたいと考えております。
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※日本JCマークの使用等に関する規程から抜粋

　第3条　文字もしくは図形を付加し、又は形状の一部を省略して正規マークとの同一性を害する類似マーク

　　　　（以下「類似マーク」という）を使用するときは、理事会の承認を得なければならない。

　　2　　前項の承認を受けるためには、理事会へ類似マークの形状及び付加又は省略をする理由を記載した

　　　　 書面を提出しなければならない。

※JCIコーポレートマークはJCブランド構築のために事業で用いるポスターやチラシ、その他配布物やPR映像等には原則として
　入れる必要があります。

※JCIコーポレートマークはJCIおよび、JCIに加盟するNOM、そのNOMの会員であるLOMが使用する事ができます。

※次ページからは、JCIにおけるブランドガイドラインに従い、日本JC用に作成したガイドラインです。日本JCのマークの使用につ
　いては、公益社団法人日本青年会議所「日本JCマークの使用等に関する規程」をご確認下さい。

日本JCのロゴマークに関する商標登録番号
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日本JCマークのサイズは、マーク内にある地球儀を基準とし、サイズを決めるものとする。このマークは常に、JCIの基準と同様に
地球儀円５０％分のアイソレーションを設けて表示するものとする。

背景色が白地、もしくは淡色の場合、

※「7 日本JCマークの背景色について」を参照

なお、NOM（LOM）名はJCIオレンジを使用しても構わない。
その他の色は使用しないものとする。



日本JCマークのサイズは、マーク内にある地球儀を基準とし、サイズを決めるものとする。このマークは常に、JCIの基準と同様に
地球儀円５０％分のアイソレーションを設けて表示するものとする。

背景色が白地、もしくは淡色の場合、

※「7 日本JCマークの背景色について」を参照

なお、NOM（LOM）名はJCIオレンジを使用しても構わない。
その他の色は使用しないものとする。



日本JCマーク使用にあたって、背景色は単色とする。また、背景色の色相による表示方法の目安を下記に表記しました。
ここでは一般的な使用で想定される背景色を表記してますが、他色背景の場合でも、この基準に基づいて適宜対応して下さい。
なお、背景色が白もしくは淡色以外の場合、原則として白文字を使用してください。
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※国際事業等で利用する場合については必ずNOM名またはLOM名を記載して下さい。
　同様に、NOM事業で利用する場合については必ずLOM名を記載して下さい。
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